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１

１ オープンハウス（展示型説明会）について

オープンハウス（展示型説明会）

オープンハウス（展示型説明会）の概要

●実施目的

• ３つの計画について、案の作成段階で今後の都市づくりの方向性に
関する市民の幅広い意見を収集し、計画見直しの参考とする

●開催場所

• 市役所本庁舎、区役所または区民センター 全11会場
※開催期間中は市ホームページでも資料を公開し、意見募集フォー
ムから意見を募集

●実施期間

• 令和6年11月18日〜12月25日 ※各会場３日間の開催

●実施方法

• 開催場所に用意したパネルについて、常駐する職員から説明した上
で、市民の意見を聴取

札幌市役所本庁舎 清田区役所

白石区役所複合庁舎 豊平区民センター

３つの計画の検討

パネルの構成

◆これまでの都市づくりや最近の状況・今後の見通しについて

・現在の都市計画マスタープランの基本目標のほか、人口減少社会の到

来や活発な都市のリニューアルなど最近の状況を説明

↓

◆これからの都市づくりの方向性について

・これからの都市づくりの方向性を「生活と暮らし」、「都市の成長」、「札

幌ならではの魅力」、「環境、安全・安心」の４つの項目に分類し、説明

意見①：都市づくりを行う上で重要と考える要素について意見

を収集

↓

◆3つの計画それぞれの見直しのポイントについて

＜見直しのポイント＞

・都市計画マスタープラン：基本目標、市街地区分ごとの取組の方

向性

・立地適正化計画：集合型居住誘導区域、都市機能誘導区域など

区域ごとの取組の方向性

・都市再開発方針：再開発に求められる「都市の魅力を高める工夫」

意見②：見直しのポイントに対する意見を収集

収集した市民の意見

●実施結果

• 意見の回収件数：1,10３件（うちホームページ等からの回答22件）
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オープンハウス（展示型説明会）で展示したパネル（一例）

１ オープンハウス（展示型説明会）について

〇生活と暮らし

【住宅市街地】公共交通を基軸とした都市構造を活かして、快適さや暮
らしやすさが維持された、歩いて暮らせる都市づくりを図る

【地域交流拠点】住宅地の生活を支える公共サービス・商業・医療などの
施設の充実や公共交通の乗換機能の強化などを進める など

〇都市の成長

【都心】多様なひと・もの・ことを受け入れ、交流を促進しイノベーション
がうまれる都心の形成を図る

【工業地】市民の生活や札幌の成長を支えるため、工場などの操業環境
の維持・向上や用地の確保に向け取組を進める など

〇札幌ならではの魅力

【高次機能交流拠点】国際的・広域的な観点を持った産業や観光、ス
ポーツ、文化芸術などの機能を高める

【市街化調整区域】自然環境を守ることを前提に、札幌の魅力や活力を
高める限定的な土地利用を検討する など

〇環境、安全・安心

【市全体】脱炭素社会の早期実現に向け、更なる省エネルギー化に加え、
再生可能エネルギーの導入拡大等の取組を進める

【市全体】激甚化・頻発化する自然災害に対応するため、建物の耐震化
や老朽化した建物の建替え更新などを進め、災害に強く安全・安心な市
街地を形成する など ２

都市マス 立適 再開発

都市マス 立適 再開発

都市マス 立適

都市マス 立適 再開発
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オープンハウスの結果概要

生活と暮らし（約820件）
●生活利便性の確保に関する意見
・地下鉄やバスなどの交通利便性を確保してほしい。
・歩いて暮らせる範囲での生活利便性を確保してほしい。

●乗継環境の向上、バリアフリー化に関する意見
・駅のエレベータ―やエスカレーターを増やしたり、改札から近い位置に設
置したりすることでバリアフリー化をさらに進めてほしい。

・わかりやすい案内掲示をしてほしい。

●地域交流拠点への多様な機能の集積に関する意見
・駅の周辺が便利で暮らしやすい。
・地域交流拠点へさらに都市機能（商業施設、遊び場など）を集めてほしい。

都市の成長（約3５０件）
●都市の交通機能の維持・向上に関する意見
・新幹線の延伸に期待している。/延伸の効果があるのか疑問。
・水素を使った公共交通システムの整備を進めてほしい。

●歩きたくなる空間の形成に関する意見
・緑化、歩行環境の整備などにより歩きたくなる空間をつくってほしい。
・オープンスペースやベンチ等があると良い。

●都心の再開発による交流の促進やイノベーションの形成に関する
意見

・都心の再開発に期待している。
・観光客や富裕層だけではなく、市民向けの施設をつくってほしい。

札幌ならではの魅力（約3３０件）
●高次機能交流拠点への札幌の魅力と活力を高める機能の集積に

関する意見
・丘珠空港の利便性（発着便数、アクセス性）を向上させてほしい。
・大和ハウスプレミストドームをもっと活用するべき。

●自然環境や農地の保全に関する意見
・自然環境を保全していくことが大切。
・野生動物が市街地に侵入しないよう適切な管理が必要。

環境、安全・安心（約３４０件）
●災害に対応するための社会基盤の強靱化に関する意見
・災害に強いまちづくりが重要。
・大雨や地震対策に関心がある。

●地球温暖化防止、脱炭素化に資する取組の推進に関する意見
・地球温暖化対策を進めていくことが必要。
・太陽光発電について、景観や費用などの面で課題があると感じる。

※令和7年１月現在

災害に強い都市の形成や脱炭素社会の実現に対する意見が多
くみられる。

３

１ オープンハウス（展示型説明会）について

Q これからの都市づくりにおいて重要だと思う要素（複数回答可）

高次機能交流拠点の更なる魅力向上、自然環境の保全に対す
る意見が多くみられる。

交通利便性の確保、生活利便性の確保、バリアフリー化の推進
に対する意見が多くみられる。

都心の交通機能の向上、市民も観光客も行きたくなるような
にぎわいや機能の形成に対する意見が多くみられる。
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3年生, 

385

4年生, 

402

5年生, 

415

6年生, 

328

４

２ 子どもアンケートについて

●実施目的

• 次代を担う子ども達を対象に、「現在住んでいる地域の印象」、「未
来の札幌のまちのイメージ」等をアンケートで把握し、計画見直しの
参考とする

●実施期間

• 令和6年８月29日〜10月３日

●実施方法

• 令和６年度、都市計画制度普及事業（ミニまち講座・まちなみ案内）
に参加した小学校を中心に、21校を選出し、3～6年の児童を対象
にアンケート調査を実施

３つの計画の検討

子ども達からの意見

◆質問内容

・現在住んでいる地域はにぎわっているか、買い物しやすいか

・普段、どこで遊んだり過ごしているか

・どのような遊び場がほしいか

・大人になった時、どんな地域に住みたいか

・大人になった時に、札幌市がどんなまちになっていてほしいか

子どもアンケートの概要

●回収結果

• 1,530名（回収率：９３．２％）

【学年別 単位：名】 【居住している行政区別 単位：名】

中央区, 

275

北 区, 

196

東 区, 

128

白石区, 

45

厚別区, 

166
豊平区, 

152

清田区, 

141

南 区, 

91

西 区, 

209

手稲区, 

127

子どもアンケート

【対象校の市街地区分 単位：校】
（）内は通学している児童数

都心, 1

地域交流拠点, 1

複合型高度利

用市街地, 6

一般住宅地, 5

郊外住宅地, 

7

市街化調整区域, 1 （66名）

（８７名）

（３９４名）

（４１９名）

（５２２名）

（４２名）
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子どもアンケートの結果概要①

現在住んでいるところの利便性について

Q 地下鉄やＪＲの駅が近く、楽しく買い物することができて、まち
がにぎわっていると思うか

Q 近くにスーパーやコンビニなどがあって、買い物がしやすいか

都心や地域交流拠点において、まちがにぎわっていると思う割
合が高く、複合型高度利用市街地、一般住宅地、郊外住宅地にお
いても、にぎわっていると思う傾向は高くみられる。

５

一般住宅地、郊外住宅地においても、約9割が買い物をしやす
いと感じており、一定程度、生活利便性が確保されているとみら
れる。

２ 子どもアンケートについて

※令和7年１月現在
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子どもアンケートの結果概要②

遊び場のニーズ

Q 家から歩いて行ける範囲で、どんな場所が欲しいか Q 大人になっても今住んでいる地域に住み続けたいか

将来の居住意向

Q （「いいえ」と回答した児童対象）大人になったときに、札幌市内
に住むとしたら、次のうちどこに住みたいか

いずれの市街地区分でも、6～７割程度の児童が今の地域に住
み続けたいと考えている。

居住したいところにはばらつきがみられる。

都心では「ボール遊びなどができる広い所」「ゆっくり過ごせる
所」、地域交流拠点では「ボール遊びなどができる広い所」「遊具
で遊べる所」が欲しいと感じている傾向が高くみられ、比較的広
いスペースの遊び場を欲しいと感じている傾向がある。

そのほかの地域では、都心や地域交流拠点に比べて回答の偏り
が小さい傾向がある。

２ 子どもアンケートについて

６

その他の回答：ショッピングセンター、
ゲームセンター など

※令和7年１月現在



第６回 都市計画マスタープラン等見直し検討部会

参考

子どもアンケートの結果概要③

将来の札幌市のイメージ

Q これからの札幌市がどのようなまちになって欲しいか

７

●スーパーマーケットやコンビニなど便利なものが身近にた
くさんあって住みやすいまち

●緑豊かで、公園が色んな所にあるまち

●小さい子や高齢者、外国人、障がいを持っている人などの
色々な人が過ごしやすいまち

●バリアフリー化が進み、色んな人が安心して暮らせるまち

●遊べる所が多いまち

●地下鉄や電車の駅が色んな場所にあり、色んなとこに行き
やすいまち

●観光客が多く、外国との交流が盛んなまち

●人が多く、色んな人と交流が出来るまち

●自然豊かなまち

●札幌の魅力あふれるまち

●SDGSをすすめているまち、エコなまち

●地震や大雨などの災害に強いまち

２ 子どもアンケートについて

●みんなが優しいまち

●事件や犯罪がないまち

●ポイ捨てがないまち

●ケンカをしないまち など

幅広い回答を得られたが、「災害に強いまち」、「自然豊かなまち」、
「環境に優しいまち」といった回答が比較的多くみられた。

※令和7年１月現在

生活と暮らしに関する回答

都市の成長に関する回答

札幌ならではの魅力に関する回答

環境、安全・安心に関する回答


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

